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はじめに 

 

国民の豊かな暮らしや経済を支える我が国の社会インフラは，高度成長期に集中的に整備

されており，今後急速に老朽化することが見込まれていることから，戦略的な維持管理・更

新を行うことが課題となっています。しかし，実際に維持管理をおこなっている多くの自治

体の管理者は，予算や技術者不足等の課題に直面しているのが現実です。そのような中，2012

年（平成 24 年）12 月 2 日，中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故が発生し，社会イン

フラの維持管理・更新の重要性が，社会的に再認識されました。  

このような背景のもと，建設コンサルタンツ協会近畿支部では，支部活動の一環として，

2010 年度（平成 22 年度）から 2012 年度（平成 24 年度）にかけて，第 1 期となる「公共土

木施設の維持管理に関する研究委員会」を，2012 年度（平成 24 年度）から 2014 年度（平成

26 年度）にかけて，第 2 期となる「維持管理研究委員会」を設立し，実務に携わる建設コン

サルタント技術者，大学の研究者等の様々な方々にご参加頂き，研究活動を行って参りまし

た。  

本研究委員会では，施設管理者の立場に立ち，施設管理者の視点や要望を取り込んで，「公

共土木施設の管理者が維持管理の現場で実務的に活用できる基礎資料の作成」を目指すこと

を基本方針としています。管理すべき施設が多い道路，道路のり面，河川の 3 分野 3 分科会

からアプローチしていること，広報分科会は，委員会活動の広報のみならず，維持管理の重

要性を一般市民に認識してもらうための活動を行ったことが，本研究委員会の大きな特徴で

す。  

研究を進めるにつれ，橋，トンネル，道路のり面，河川など管理すべき対象によって，老

朽化対策の進捗の違いのみならず，基準やマニュアルの整備状況，維持管理の考え方にも温

度差があることがわかってきました。異なる分野を俯瞰的に見ることは，今後の戦略的な維

持管理・更新を行う上で重要であり，多岐にわたる分野や技術を網羅する研究を得意とする

建設コンサルタントだからこそできる研究であると考えます。  

2014 年 9 月 18 日の最終報告会では，コーディネーターに沖村孝氏（建設工学研究所常務

執行理事）をお迎えし，維持管理現場の最前線で業務に携わられている自治体の施設管理者

の方々を交えて，『社会インフラの維持管理に向けて～限られた予算，技術者不足の中での維

持管理～』のテーマでパネルディスカッションを開催し，将来への提言を行いました。  

本報告書は，以上の研究活動の成果を集約したものです。社会インフラの大半を管理する

市町村等の自治体では，必ずしも専門技術者でない職員が，様々な施設を管理しているのが

現状であり，そのような施設管理者にとって，異なる分野を包含する本研究成果が有益なも

のとなれば幸いです。  

最後になりましたが，研究活動にあたりご講演や現場調査にご協力頂きました自治体の施

設管理者の皆様，各分科会でご指導を頂きました大学の研究者の皆様，そして，ご多用の中，

熱心に研究活動をして頂きました委員の皆様に敬意と感謝を申し上げます。  

  

2015 年 2 月  

（一社）建設コンサルタンツ協会 近  畿 支 部 

維 持 管 理 研  究 委 員 会  

委 員 長   久後 雅治  
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